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藤 健 一 く立命館大･文)
目的:animalpsychophysicsにおける奥行知覚の基
礎的データとして,サルの奥行視力を測定するが,主に
両限視差の果す役割について,オペラソt.行動を利用し
て調べる｡
放映体:ニホンザル (Macaca∫.fuscata)2頭｡
装置:基本的構造が,深径覚検査器と同様の刺散捉示
部と,サル用ブースとからなっている｡サル用ブースに
は,観察恋,反応レバー,大豆を出すチーーブがとりつ
けられている｡強化スケジユールや.刺散提示には先頃
回路で作られた制御装置が用いられた｡
手続:恒常法を用いる｡まず,サルが観察窓から覗く
反応が形成される｡弁別刺数の2本の垂直棒にそれぞれ
対応したレバーを押す反応が,次に形成される｡2本の
棒は,サルからそれぞれ異なった距離に投示されてお
り,近いところに置かれている棒に対応したレバーを押
すと.大豆がひと粒サルに与えられる｡非対応側のレバ
ーを押した場合は,与えられなかった｡次に,レバーの
パネルと,それに対応した棒とに,同じ色光が点灯さ
れ,反応レバーと梓とのマッチソクを,行なわせる｡さ
らにレ′く-および棒の色光を.徐 に々暗くすることによ
って,2本の棒の奥行を,反応の手がかりにさせる｡
以上が訓練手続であり,日下,訓練を続行中である｡
なお,反応が完成基準に達したとみなされれば,2本
の棒の間隔を徐 に々せばめ,両眼視と単眼視について正
反応の生起率をもとに奥行視力が計算される｡
-40-
